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研究成果概要 
 ガンマ線宇宙物理学は今まさに飛躍的発展の時代を迎えている。GeV 領域において

は、フェルミ衛星が 1000 を超える天体を検出し、一方、地上 TeV ガンマ線観測でも、

HESS や MAGIC などが次々に新天体からのガンマ線を報告しており、TeV ガンマ線

天文学は今や完全に確立し、創成から発展の時代へと移りつつある。さらに、GeV 領域

ではフェルミ衛星が言わば決定版とも言えるプロジェクトであるのに対し、TeV 領域は

まだ発展の余地を大きく残している。CTA (Cerenkov Telescope Array 計) 画は、世界で

一つという大規模な TeV ガンマ線望遠鏡群により、現在より一桁以上高い感度

（1mCrab、$10^{-14}$ erg/cm$^2$/s）と、より広い光子エネルギー領域（20GeV-100TeV）

を達成しようという野心的な計画であり、現在、日米欧の国際共同でその準備研究が進

められている。研究の範囲は、1000 を超える多種多様な高エネルギー天体の観測による

天体物理／宇宙物理だけにとどまらず、赤外可視背景放射の研究、ダークマターの探索、

高精度での相対論の検証等々、宇宙論、基礎物理まで広がる。 
 このプロジェクトに日本が重要な存在感を持つグループとして参加すべく、CTA 
Japan コンソーシアムが結成され、CTA に正式メンバーとして参加を果たした。既存の

ガンマ線コミュニティの枠を大きく越えて、Ｘ線や理論の研究者も多く集まり、総勢 80 
名を越えるグループとして活発に活動している。この２年で組織もしっかりと固まり、

研究費を獲得して日本独自の装置開発研究もスタートした。理論家を中心にしたサイエ

ンス検討ワーキングパッケージ（PHYS）も CTA 全体の中で日本の存在感を発揮しつつ

ある。 
 PHYS ワーキングパッケージの重要な役割は、目標とする物理を確実に達成するため



に、CTA に必要とされる要求仕様、性能 (ガンマ線有効検出面積、エネルギー、角度分

解能、時間分解能、エネルギー閾値等)を明確にすることである。一方、モンテカルロワ

ーキングパッケージ（MC） は、上の要求仕様、装置性能を CTA で達成するために、

それぞれの大口径、中口径、小口径望遠鏡の各種パラメータ、台数、配置（すなわち CTA 
の詳細デザイン、詳細パラメータ）を、最適化する作業が行われる。 
 本研究では、昨年に引き続き PHYS と MC の Joint Research を 行い、理論屋と実

験屋の間にフィードバックをかけ、最終的に CTA のパフォーマンスを最大限に上げる

ことを目的とする。 
 具体的に行った活動は以下である。 
1. CTA Japan 国内会議の開催 

宇宙線研究所共同利用研究会「高エネルギーガンマ線でみる極限宇宙 2012」におい

て最近の進展をPHYSとMCのメンバーで共有するために海外の人を含む一流の研

究者を招待し講演をしてもらった。 
2. 国際会議における PHYS の口頭発表 

CTA-宇宙線の LINK 国際会議に井上（進）氏が参加し発表した。TeVPA 国際会

議に村瀬氏、當真氏、高見氏、井上（芳）氏、井岡が参加し、発表した。 
3. Astroparticle special issue の執筆 

Astroparticle special issue に CTA の特集が組まれることになった。その執筆に

CTA Japan も参加し、GRB、SNR、AGN、EBL、サーベイ、ガンマ線連星に関す

る論文に貢献した。また、MC の論文にも貢献した。 
4. Minimum requirement の設定 

CTA が達成すべき minimum requirement の設定に PHYS のメンバーが貢献し

た。 
5. LINK meeting の日本での開催への準備 

CTA-X 線の LINK 国際会議を日本で開くことになった。それに向けた準備を開始

した。 
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